
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み

萩
市
農
林
水
産
部
次
長
　
貞
光
一
成

山
口
県
萩
水
産
事
務
所
長
　
中
村
勝
雄
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山
口
県
で
の
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
本
格
的
な
取
り
組
み
は
、

平
成
六
年
、
山
口
県
の
長
門
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
」
が
、
漁
業
関
係
者
な
ど
の
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
で

盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
、
こ
の
活
力
を
将
来
に
つ
な
ぐ
ポ
ス
ト
事
業

と
し
て
、
平
成
七
年
度
か
ら
県
単
独
事
業
の
「
水
産
山
口
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
事
業
」
と
し
て
取
り
組
み
を
開
始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

こ
の
事
業
で
は
、
ま
ず
山
口
県
の
四
季
の
魚
と
水
産
加
工
品
を
定

め
、「
水
産
や
ま
ぐ
ち
　
四
季
の
味
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
開
始
し
た
。

幸
い
に
も
、
当
時
、
国
に
お
い
て
も
新
た
に
「
温
故
知
旬
事
業
」
へ

の
取
り
組
み
も
開
始
さ
れ
、
こ
の
事
業
の
導
入
も
図
り
な
が
ら
、
マ

ア
ジ
の
Ｐ
Ｒ
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
際
、
当
時
の
県
漁
連
が
、
中
型
ま
き
網
漁
業
な
ど
で
多
獲
さ

れ
る
マ
ア
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
に
、

「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
を
商
標
登
録
（
平
成
八
年
着
手
、
同
一
〇
年

登
録
）
し
た
。

一
方
、
萩
市
に
お
い
て
は
、
平
成
八
年
、
魚
価
の
安
定
を
図
る
た

め
に
、
漁
協
、
仲
買
人
組
合
、
加
工
業
組
合
、
観
光
協
会
、
商
工
会

海
と
島
の
日
本
・
Ⅱ

特
集

萩
沖
で
獲
れ
る
マ
ア
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
き
た
県
漁
連
（
現
山
口
県
漁
協
）
。
い
ま
で

は
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
と
し
て
定
着
し
、
県
内
外
の
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
る
。
な
か
で

も
漁
獲
量
が
最
も
多
い
の
が
、
中
型
ま
き
網
漁
を
営
む
大
島
。
萩
市
有
数
の
漁
業
地
域
と
し
て
、

後
継
者
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

山
口
県
と
萩
市
に
お
け
る

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み



百貨店などで
の山口県産フ
ェア。

県内での県産
魚販売コーナ
ー。

77 しま 214  2008.7

議
所
、
市
な
ど
で
構
成
す
る
「
萩
の
魚
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」「
萩
の
あ
ま
だ
い
」「
萩
の
け

ん
さ
き
い
か
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
幟
の
ぼ
り

を
作
成
し
、
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
県
と
と
も
に
首

都
圏
を
中
心
に
、
販
売
拡
大
に
も
努
め
て
き
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
東
京
や
大
阪
な
ど
で
デ
パ
ー
ト
や
百
貨
店
な
ど

に
魚
を
持
ち
込
ん
で
、
Ｐ
Ｒ
や
関
係
業
者
と
の
商
談
会
の
開
催
、
さ

ら
に
は
地
元
に
大
都
市
の
関
係
者
を
招
待
し
て
の
意
見
交
換
会
や
プ

ロ
の
料
理
人
な
ど
に
よ
る
料
理
の
試
食
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
消
費

拡
大
に
努
め
て
き
た
。

ち
な
み
に
、
萩
で
は
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
県
で
は
「
や
ま
ぐ
ち
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
と
し
て
、

県
下
で
漁
獲
さ
れ
る
す
べ
て
の
マ
ア
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い

る
。以

下
の
記
載
で
は
、
お
も
に
標
題
の
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
に
つ

い
て
、
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

萩
市
の
漁
業
者
に
よ
り
漁
獲
さ
れ
る
マ
ア
ジ
は
、
中
型
ま
き
網
漁

業
、
定
置
網
漁
業
、
一
本
釣
・
建
網
漁
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。

こ
の
中
で
も
最
も
漁
獲
量
の
多
い
、
萩
大
島
の
中
型
ま
き
網
漁
業
を

中
心
と
す
る
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
を
紹
介
す
る
。

萩
大
島
は
、
萩
市
沖
合
八
キ
ロ
に
浮
か
ぶ
面
積
三
平
方
キ
ロ
、
人

口
九
一
七
人
の
小
さ
な
島
で
、
昔
か
ら
漁
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。

地
域
の
漁
業
と
し
て
は
、
漁
獲
金
額
の
多
い
順
に
、
中
型
ま
き
網

漁
業
、
沖
建
網
漁
業
、
採
貝
藻
漁
業
、
刺
網
漁
業
、
定
置
網
漁
業
で
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
網
漁
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
山
口
県
漁
協
の
中
で

最
も
水
揚
げ
の
多
い
支
店
で
、
平
成
一
八
年
度
の
水
揚
げ
高
は
約
一

萩
市
大
島
の

漁
業
の
概
況
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七
億
円
に
の
ぼ
る
。

萩
大
島
に
は
、
現
在
四
統
の
中
型
ま
き
網
漁
業
船
団
が
あ
り
、
い

ず
れ
の
船
団
も
同
族
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
船
主
は
網
船

と
運
搬
船
、
灯
船
の
一
部
を

所
有
し
、
他
の
運
搬
船
、
灯

船
に
は
、
一
定
期
間
（
三
〜

一
二
月
）
船
と
と
も
に
雇
用

さ
れ
操
業
に
加
わ
る
者
や
、

従
事
者
と
し
て
雇
用
さ
れ
る

者
が
い
る
。

こ
の
地
区
の
ま
き
網
漁
業

へ
の
大
き
な
転
換
期
は
、
昭

和
三
〇
年
代
半
ば
に
、
本
県

沖
合
で
の
大お
お

羽ば

イ
ワ
シ
漁
の

急
激
な
衰
退
に
対
処
し
、
一

族
が
一
致
し
て
、
資
本
投
下

と
広
域
操
業
が
必
要
な
ま
き

網
漁
業
に
着
手
し
た
こ
と
が

始
ま
り
で
あ
る
。
大
島
の

各
々
の
親
族
を
中
心
に
各
々

の
船
団
が
構
成
さ
れ
、
相
互

に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
現

在
ま
で
発
展
を
続
け
て
い
る
。

山
口
県
の
沿
岸
漁
業
に
よ
る
マ
ア
ジ
水
揚
げ
に
占
め
る
萩
大
島
の

中
型
ま
き
網
漁
業
の
水
揚
量
の
割
合
は
、
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
一
九
年
に
お
け
る
萩
大
島
の
中
型
ま
き
網
漁
業
に
占
め

る
マ
ア
ジ
漁
獲
金
額
は
八
四
％
を
占
め
て
い
る
。

中
型
ま
き
網
漁
業
の
操
業
は
、
県
ま
き
網
連
合
会
の
取
り
決
め
で
、

午
後
三
時
に
出
港
し
、
各
船
が
分
散
し
て
魚
群
探
索
を
行
い
、
集
魚

し
、
そ
れ
を
網
船
本
船
が
一
晩
に
三
回
程
度
巻
き
、
漁
獲
し
、
運
搬

船
で
市
場
へ
運
ぶ
と
い
う
形
態
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
従
事
者
が
操

業
・
選
別
を
終
了
す
る
時
刻
は
、
お
お
む
ね
早
朝
の
六
時
で
あ
る

（
選
別
に
は
、
地
元
女
性
も
雇
用
）。

ま
た
、
近
年
の
就
業
者
対
策
の
た
め
に
、
雇
用
条
件
と
し
て
は
、

固
定
給
プ
ラ
ス
歩
合
制
を
と
っ
て
お
り
、
若
者
が
就
業
し
や
す
い
よ

う
に
定
休
日
も
定
め
て
い
る
。

こ
の
地
区
の
中
型
ま
き
網
漁
業
は
、
一
統
当
た
り
網
船
一
隻
、
灯

船
三
隻
、
運
搬
船
四
隻
で
操
業
さ
れ
て
お
り
、
漁
業
従
事
者
は
一
七

〜
二
一
人
で
あ
る
。
ま
き
網
漁
業
従
事
者
の
確
保
は
、
島
内
の
身
内

や
親
戚
を
主
体
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
島
内
で
の
確
保
が
難

し
く
な
り
、
広
く
島
外
か
ら
も
求
め
る
形
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

平
成
一
九
年
度
に
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
漁
業

就
業
支
援
フ
ェ
ア
」
に
、
船
主
自
ら
が
福
岡
・
大
阪
の
会
場
に
出
向

「萩の瀬つきあじ」とは
九州の五島列島周辺で生まれ、対馬暖流に

乗り、日本海の萩沖に来遊、広い大陸棚の天
然礁（瀬）に棲みついた定着性のマアジ。プ
ランクトンやシラスなどの良質な餌を食べ成
長、潮にもまれ身が締まり、平成10年には県
漁連が「萩の瀬つきあじ」として商標登録、
いまや萩のブランド魚種の筆頭格にあげられ
ている。一年中みられるが、3月の下旬からま
き網漁が解禁となり、5月から8月上旬ごろま
でが旬とされる。体長25cm程度のものが脂の
乗りがよく、美味しいといわれている。

ま
き
網
へ
の

就
業
者
対
策
と
市
の
支
援
策
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き
働
き
か
け
を
行
い
、
二
名
の
新
規
就
業
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

ま
た
、
島
で
は
、
ま
き
網
漁
業
が
重
要
な
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

島
外
か
ら
来
た
新
規
従
事
者
は
、
む
し
ろ
島
内
の
者
よ
り
大
事
に
扱

わ
れ
る
こ
と
や
、
島
の
住
民
が
親
切
に
接
す
る
こ
と
か
ら
、
離
脱
す

る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

萩
市
で
は
、
観
光
と
と
も
に
水
産
業

が
重
要
な
産
業
で
あ
る
の
で
、
新
規
漁

業
就
業
者
対
策
と
し
て
県
の
制
度
を
活

用
し
、
新
規
就
業
者
が
定
着
す
る
ま
で

の
二
年
間
、
月
一
五
万
円
（
県
と
市
が

二
分
の
一
ず
つ
負
担
）
を
支
給
し
、
積

極
的
な
支
援
を
し
て
き
て
い
る
（
支
援

対
象
は
、
従
事
者
を
除
く
）。

ま
た
萩
大
島
に
若
者
を
定
住
し
や
す

く
す
る
た
め
に
、
関
係
者
の
要
望
を
受

け
、
新
規
就
業
者
な
ど
を
対
象
に
、
萩

大
島
に
漁
民
ア
パ
ー
ト
二
棟
・
八
世
帯

の
建
設
も
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
漁
業

後
継
者
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
住
宅
整
備

の
要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
漁

民
ア
パ
ー
ト
建
設
も
準
備
中
で
あ
る
。

マ
ア
ジ
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
北
海
道
以
南
で
全
国
的
に
漁
獲

さ
れ
て
お
り
、
大
き
く
は
対
馬
暖
流
系
群
と
太
平
洋
系
群
に
分
か
れ
、

山
口
県
は
そ
の
漁
獲
量
か
ら
も
全
国
的
に
有
数
の
水
揚
げ
を
誇
る
県

で
は
な
い
。
一
方
、
山
口
県

の
中
型
ま
き
網
漁
業
に
と
っ

て
は
、
マ
ア
ジ
は
主
要
漁
獲

物
で
あ
り
、
こ
の
漁
獲
の
良

否
が
漁
業
経
営
を
大
き
く
左

右
し
て
い
る
。

平
成
八
年
当
時
の
マ
ア
ジ

の
販
売
は
、
県
内
の
量
販
店

や
築
地
・
大
阪
市
場
へ
の
鮮

魚
販
売
と
、
静
岡
県
沼
津
を

中
心
と
し
た
加
工
向
け
の
冷

凍
販
売
が
主
体
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
魚
価
は
、
松
浦

（
長
崎
県
）
や
福
岡
な
ど
の

大
規
模
な
産
地
市
場
の
動
向

に
大
き
く
左
右
さ
れ
、
一
定

量
以
上
の
水
揚
げ
が
続
く
と
、

特集 海と島の日本・Ⅱ

表1　中型まき網漁業の年度別新規従事者（単位：人） 

区分 

島内 

島外 

平成15年度 

3 

3

平成16年度 

3 

1

平成17年度 

2 

3

平成18年度 

3 

1

平成19年度 

2 

2

「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」

ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み

中型まき網漁業の操業風景。
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著
し
く
低
下
し
た
。

そ
こ
で
、
本
県
最
大
の
中
型
ま
き
網
漁
業
の
基
地
で
あ
る
萩
大
島

で
は
、
当
時
の
県
漁
連
の
協
力
も
得
な
が
ら
「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」

を
商
標
登
録
し
、
県
・
市
の
支
援
の
下
に
、
マ
ア
ジ
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
よ
る
販
路
拡
大
や
魚
価
安
定
に
努
め
て
き
た
。

山
口
県
の
試
験
研
究
機
関
で
あ
る
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

漁
業
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研
究
を
実
施
し
、
現
場
で
の
技
術
普
及
や

試
験
結
果
の
普
及
に
努
め
て
き
て
い
る
。

平
成
九
年
度
に
は
、
ま
き
網
船
団
の
鮮
度
保
持
に
関
し
て
の
実
態

調
査
を
行
い
、
水
揚
げ
直
後
の
生
間
（
ダ
ン
ブ
ル
）
内
に
氷
を
入
れ
、

漁
獲
物
を
冷
却
す
る
際
に
よ
く
攪か
く

拌は
ん

す
る
こ
と
と
、
陸
揚
げ
選
別
・

セ
リ
後
に
魚
体
温
が
上
昇
し
な
い
よ
う
、
速
や
か
に
処
理
す
る
必
要

性
を
指
導
し
た
。

ま
た
、
マ
ア
ジ
の
時
期
的
な
成
分
分
析
を
行
い
、
お
い
し
さ
の
基

と
な
る
粗
脂
肪
量
が
多
く
な
る
の
が
五
月
〜
九
月
に
か
け
て
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

平
成
一
九
年
に
実
施
し
た
同
種
の
調
査
で
は
、
漁
海
況
の
変
化
な

ど
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
粗
脂
肪
量
が
多
く
な
る
の
は
四

（
三
）
〜
九
月
に
か
け
て
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
漁
海
況
の
変
化
に
よ
り
、
魚
体
の
組
成
も
異
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
旨
み
を
左
右
す
る
粗
脂
肪
成
分
に
つ
い
て
簡
易
測
定

器
な
ど
の
活
用
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

萩
市
で
は
、
大
き
な
魚
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
年
間
を
通
じ
て

表
２
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
、
各
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
、
県
内
外
か
ら 萩大島の漁民アパート。

地
域
に
お
け
る

販
売
促
進
へ
の
取
り
組
み
と
萩
市
の
支
援
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一
〜
三
万
人
を
集
客
し
、
萩
の
魚
の
Ｐ
Ｒ
・
ブ
ラ
ン
ド
化
に
一
役
買

っ
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
、「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
祭
り
」
は
、
平
成
一
五
年
に

「
に
ぎ
わ
い
の
漁
村
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
地
域
で
何
か
定
着

し
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
な
い
も
の
か
と
の
関
係
者
の
協
議
の
中
で
、

ま
き
網
業
者
が
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
毎

年
七
月
に
開
催
さ
れ
、
平
成
一
九

年
で
五
回
目
を
迎
え
て
い
る
。

現
在
こ
の
祭
り
で
は
、
ま
き
網

漁
船
か
ら
マ
ア
ジ
を
水
揚
げ
し
、

直
売
す
る
こ
と
を
メ
イ
ン
に
、
瀬

つ
き
ア
ジ
を
使
っ
た
フ
ラ
イ
、
南

蛮
漬
け
の
ほ
か
、
握
り
寿
司
や
ア

ジ
の
一
夜
干
し
の
無
料
試
食
、
ア

ジ
の
引
っ
か
け
取
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
、
中
型
ま
き
網
業
者
や
市

場
関
係
者
を
主
体
に
、
萩
大
島
女

性
部
も
参
加
し
て
盛
会
の
う
ち
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
祭
り
で
関
係
漁
業
者
は
、

ま
き
網
漁
船
を
市
場
岸
壁
に
横
付

け
し
、
威
勢
の
い
い
水
揚
げ
風
景

を
演
出
す
る
と
と
も
に
、
無
料
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ア
ジ
の
刺
身
提
供

を
行
っ
た
り
し
て
積
極
的
な
参
加
を
行
っ
て
い
る
。

中
型
ま
き
網
業
者
の
一
部
で
は
、
シ
ケ
が
続
く
時
期
で
も
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
漁
場
か
ら
活
き
た
ア
ジ
を
時
間
を

か
け
て
萩
大
島
ま
で
輸
送
し
、
畜
養
す
る
こ
と
も
試
験
的
に
実
施
さ
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表2　萩市の魚に関するイベント一覧 

まつりの名前 

萩の白魚まつり 

萩の瀬つきあじ祭り
 

 

萩・魚まつり 

 

萩の真ふぐ祭り 

開催時期 

3月 

7月
 

 

10月 

 

3月 

開始年度 

昭和56年度 

平成15年度
 

 

平成8年度 

 

平成18年度 

開始のきっかけ 

東萩駅前の活性化を目的に開始 

「にぎわいの漁村づくり事業」の
一環として取組開始 

平成 8年度に開催された県主催
の「豊魚祭」に合わせて開始 

平成 18 年度に関係漁業者から
の要望を市長が受け、関係者協
議により開始 

「萩の瀬つきあじ祭り」の様子。
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れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
で
は
、
需
要
も
増
加
し
、
ま
た
関
係
漁

業
者
の
負
担
も
大
き
い
こ
と
か
ら
中
断
し
て
い
る
。

萩
市
場
に
隣
接
し
た
直
売
施
設
と
し
て
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
が
運

営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
施
設
が
全
国
に
誇
れ
る
道
の
駅
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
一
重
に
運
営
す
る
人
材
の
良
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
人

口
約
五
万
八
〇
〇
〇
人
の
萩
市
に
お
い
て
、
平
成
一
九
年
度
の
集
客

数
は
一
四
九
万
人
、
年
商
八
億
八
〇
〇
〇
万
円
で
健
全
経
営
が
な
さ

れ
て
い
る
。

中
澤
駅
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

よ
る
集
客
努
力
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
る
萩
の
魚
の
ブ
ラ
ン

ド
化
へ
の
貢
献
度
は
非
常
に
高
い
。

萩
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
祭
り
の
開
催

に
対
し
て
、
関
係
者
が
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
を
前
提
に
一
部
支
援
を
行
っ
て
き

て
い
る
。
ま
た
、
萩
の
マ
ア
ジ
を
は
じ
め

魚
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
県
内
市
町
村
の
中
で
も
最
も
早
く
か

ら
積
極
的
に
県
の
事
業
を
導
入
す
る
な
ど
、

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

民
間
団
体
の
行
う
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ホ
テ
ル

や
観
光
業
界
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
観
光

と
と
も
に
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
水
産
業
に
よ
る
市
の
活
性
化

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
に
つ
い
て
述
べ
て
み

た
い
。
従
来
は
年
間
を
通
し
て
、
特
に
最
も
多
く
漁
獲
さ
れ
る
春
か

ら
夏
に
か
け
て
、
静
岡
県
沼
津
へ
の
加
工
向
け
や
、
県
内
消
費
を
主

体
に
販
売
さ
れ
て
い
た
が
、
一
定
量
以
上
の
水
揚
げ
が
続
く
日
が
あ

る
と
、
魚
価
は
低
下
し
て
い
た
。

現
在
で
は
、
上
記
以
外
に
も
新
た
な
消
費
と

し
て
、
東
京
、
大
阪
な
ど
の
大
都
市
で
の
消
費

拡
大
、
県
内
消
費
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
地
元
水

産
加
工
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
安
定
的
な
需
要

が
確
保
さ
れ
、
従
来
に
比
べ
て
平
均
単
価
で
一

〇
％
程
度
の
価
格
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。ま

た
地
元
消
費
に
つ
い
て
は
、
地
産
地
消
を

図
る
た
め
に
市
内
の
飲
食
店
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
季
節
感
あ
ふ
れ
る
地
魚
料
理
を
出

す
こ
と
を
進
め
て
き
て
お
り
、
歴
史
の
町
・
萩

の
観
光
と
と
も
に
、
も
う
一
つ
の
目
玉
と
な
っ

て
き
て
い
る
。

萩の地魚料理店。

取
り
組
み
の

成
果
と
今
後
の
課
題
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地
元
で
の
瀬
つ
き
ア
ジ
の
開
き
干
し
加
工
は
、
現
在
ま
で
は
漁
協

大
井
浦
支
店
の
加
工
場
で
加
工
さ
れ
、
京
阪
神
や
東
京
な
ど
の
生
協

系
列
、
量
販
店
な
ど
で
販
売
さ
れ
、
製
品
の
品
質
と
と
も
に
、
安

心
・
安
全
な
食
品
と
し
て
信
用
・
信
頼
を
勝
ち
取
り
、
徐
々
に
売
り

上
げ
が
伸
び
、
加
工
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
た
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
、
萩
大
島
に
も
分
場
を
つ
く
り
、
本
年
二
月
か
ら

操
業
を
開
始
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
島
の
重
要
産
品
で
あ
る
マ
ア
ジ
を
特
化
販
売
す
る

こ
と
に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
る
と
と
も
に
、
島
に
お
け
る
雇
用
の
場

が
確
保
さ
れ
、
島
の
活
性
化
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
萩
の
瀬
つ
き
あ
じ
」
は
、
ほ
ぼ
一
〇
年
余
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

全
国
的
に
も
定
着
し
始
め
、
そ
の
製
品
の
素
晴
ら
し
さ
が
広
く
認
め

ら
れ
て
き
て
い
る
。

一
方
、
瀬
つ
き
ア
ジ
の
脂
の
の
っ
た
最
も
美
味
し
い
旬
は
、
時
期

的
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
期
間
以
外
の
も
の
で
も
、「
萩
の
瀬

つ
き
あ
じ
」
と
し
て
販
売
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
憂
慮
す
る
動

き
も
あ
る
。

萩
大
島
の
約
四
分
の
一
の
世
帯
の
生
活
が
、
こ
の
中
型
ま
き
網
漁

業
の
マ
ア
ジ
に
依
存
し
て
お
り
、
ま
さ
に
島
の
存
亡
を
左
右
し
か
ね

な
い
重
要
な
産
業
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
他
の
地
区
の
マ
ア
ジ
と

差
別
化
で
き
る
、
鮮
度
と
味
覚
、
一
定
の
品
質
を
持
つ
「
萩
の
瀬
つ

き
あ
じ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
さ
ら
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
■

特集 海と島の日本・Ⅱ

萩市の沖合約8km、北長門海岸国定
公園のほぼ中央に位置している。面
積3.00km2、周囲8.5km、人口917人
（平成20年3月現在）。壇ノ浦の戦い
に敗れた平家の落人7人がこの島に
流れ、住みついたという「七名」の
伝説があり、その子孫と伝えられる
7つの姓がいまも島の大半を占めて
いる。主産業である漁業のほか、農
業では北浦有数の葉タバコの産地と
して知られている。

大島
おおしま

data

萩市 
 

大島 
 

相島 
 

見島 
 

日本海 
 

長門市 
 

中村
なかむら

勝雄
かつお

昭和23年山口県大島郡久賀町
（現周防大島町久賀）で生まれる。
同46年水産大学校増殖学科卒、
同48年同校研究科修了、山口県
に水産技術職として就職。水産
企画、漁業調整・取締、組合指
導、漁業構造再編、水産業改良
普及員などの行政を経験。平成
18年から山口県萩水産事務所長。

貞光
さだみつ

一成
かずなり

昭和30年、山口県萩市見島で生
まれる。同54年水産大学校増殖
学科卒業。同年、萩市に奉職、
税務課、企画課、議会事務局、
総務課、水産課などを経て、平
成20年から萩市農林水産部次長。


